
【 加古川古新堰堤】

水辺の小わざ〈引用：山口県土木建築部河川課〉

姫路河川国道事務所の公式Twitterでは
水辺であそぶ子ども達を守るため「川ガキことわざ十か条」を紹介しました
ぜひ覚えて、川を安全に楽しんで下さい

其の一、きれいな水には底がない
きれいな川ほど、本当の水深より浅く見えやすいもの

です。事前によく確かめてから入りましょう。

其の二、一寸先は淵
川の中を歩くときは、普通に歩かず、すり足気味

に常に足先で川底を探るように歩くことが大事です。

其の三、底よりの冷や水
深い淵などでは水面から１ｍ位から下側は急に水温

が下がる場合があります。

其の四、河原にゴン！すべらないのが珍しい
川底にある石はコケが生えたり、泥を薄く被っている

場合が多く、非常に滑りやすいので注意しましょう。

其の五、堰の下は力持ち
川には多くの堰があり、誤って引き込まれると、浮きあがれない

場合があります。堰の周辺で泳ぐのはやめましょう。

其の六、類は親を呼ぶ
川には一人で行かずに友だち二人以上で行きましょう。その

際は必ず家の人に行き先を知らせておきます。

其の七、はだし１回、ケガ一夏
川の中には危険なゴミもたくさん沈んでいます。素足で川に

入るとケガをします。

其の八、地獄になるのも水しだい
上流域で大雨になると、下流では急に水が濁ったり、木

の葉やゴミが流れてきます。直ぐに川岸から離れましょう。

其の九、仏の顔も30分
夏場に川で水遊びをすると、水は温かく感じても体温は確実に下

がっています。30分泳いだら河原で「日向ぼっこ」をしましょう。

其の十、見てて極楽、潜って地獄

泳いだり潜ったりする場合は、決して過信せず下流に膝下程度の浅い場所
を確認するとか、流された時のことを考えて遊ぶ場所を決めましょう。

【 揖保川 】


